
提

出

者
赤

嶺

政

賢

小

沢

和

秋

平
成
十
四
年
七
月
十
六
日
提
出

質

問

第

一

三

八

号

福
岡
県
大
川
市
、
佐
賀
県
諸
富
町
の
家
具
、
木
工
産
業
の
活
性
化
の
た
め
の
緊
急
対
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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福
岡
県
大
川
市
、
佐
賀
県
諸
富
町
の
家
具
、
木
工
産
業
の
活
性
化
の
た
め
の
緊
急
対
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書

室
町
時
代
以
来
四
六
〇
年
を
超
え
る
伝
統
産
業
、
伝
統
技
術
を
持
ち
日
本
一
の
家
具
産
地
で
あ
る
福
岡
県
大
川
市
に
は
、
家

具
、
木
工
な
ど
一
、
二
〇
〇
の
事
業
所
が
あ
り
、
一
二
、
〇
〇
〇
人
の
従
業
員
が
働
い
て
い
る
。
大
川
市
に
隣
接
し
、
一
体
の

産
地
を
形
成
し
て
い
る
佐
賀
県
諸
富
町
は
、
三
〇
事
業
所
（
従
業
員
五
〇
〇
人
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、
家
具
、
木

工
産
業
が
基
幹
産
業
を
な
し
て
い
る
が
、
長
期
に
わ
た
る
景
気
の
悪
化
、
消
費
不
況
、
生
活
様
式
の
変
化
に
よ
る
売
上
不
振
、

そ
れ
に
加
え
て
ア
ジ
ア
諸
国
等
か
ら
の
家
具
の
半
製
品
、
完
成
品
の
輸
入
の
急
増
に
よ
り
、
急
激
に
経
営
が
悪
化
し
て
お
り
、

失
業
、
倒
産
が
相
次
で
い
る
。
大
川
市
は
、
家
具
の
生
産
額
が
九
一
年
に
は
一
、
二
七
〇
億
円
に
達
し
て
い
た
が
、
九
九
年
に

は
六
五
一
億
円
と
半
減
し
て
お
り
、
諸
富
町
で
も
、
九
三
年
に
一
七
四
億
円
が
九
八
億
円
、
約
六
割
に
落
ち
込
ん
で
い
る
。

こ
の
結
果
、
大
川
市
の
場
合
は
、
自
主
財
源
の
七
割
を
家
具
産
業
の
納
税
で
占
め
て
い
た
が
、
極
度
の
経
営
不
振
で
、
納
税

額
が
減
少
し
た
た
め
に
市
の
財
政
を
危
機
的
な
も
の
に
し
て
い
る
。
諸
富
町
で
も
、
自
主
財
源
の
四
一
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
家

具
産
業
が
占
め
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
家
具
産
業
の
み
の
法
人
税
収
が
九
一
年
度
か
ら
の
十
年
間
で
三
四
パ
ー
セ
ン
ト
も

減
少
し
て
い
る
。
大
川
市
、
諸
富
町
の
家
具
、
木
工
産
業
の
経
営
の
悪
化
は
、
地
域
経
済
の
疲
弊
を
招
く
こ
と
に
な
り
か
ね
な

い
深
刻
な
事
態
に
あ
る
。

一



こ
う
し
た
中
で
、
本
年
十
二
月
か
ら
、
産
業
廃
棄
物
処
理
法
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ
い
て
、
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
の
排
出
基
準
が
規
制
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
大
川
市
、
諸
富
町
の
家
具
、
木
工
業
者
は
、
家
具
製
造
過
程
で
出
る

木
屑
、
廃
材
は
、
自
前
の
焼
却
炉
で
処
理
し
て
い
る
た
め
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
規
制
強
化
に
伴
う
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
排
出
基
準
を

守
る
た
め
に
は
、
現
在
使
用
し
て
い
る
焼
却
炉
の
改
造
、
買
い
替
え
が
必
要
と
な
り
、
新
た
な
費
用
負
担
が
迫
ら
れ
そ
の
対
応

に
も
苦
慮
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
極
め
て
深
刻
な
状
況
に
あ
る
大
川
市
、
諸
富
町
の
家
具
、
木
工
産
業
の
窮
状
を
打
開
し
、
地
域
経
済
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
産
地
の
再
生
、
活
性
化
、
振
興
を
図
る
た
め
に
は
、
国
の
手
厚
い
支
援
と
緊
急
の
対
策
を
要
す
る
と
考

え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

家
具
、
木
工
産
業
の
再
生
と
活
性
化
対
策
に
つ
い
て

�

日
本
有
数
の
大
川
市
、
諸
富
町
は
日
本
の
家
具
生
産
を
支
え
て
き
た
産
地
で
あ
る
が
、
消
費
不
況
、
生
活
様
式
の
変

化
、
輸
入
家
具
の
急
増
に
よ
っ
て
、
か
つ
て
な
い
深
刻
な
経
営
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
下
で
、
大
川

市
、
諸
富
町
の
家
具
産
地
の
業
界
は
、
伝
統
的
に
は
箱
物
、
棚
物
の
家
具
を
製
造
し
て
き
た
が
、
生
活
様
式
の
変
化
、
消

二



費
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
、
収
納
家
具
、
間
仕
切
り
家
具
や
新
商
品
の
開
発
、
技
術
開
発
、
新
分
野
へ
の
展
開
を
図
り
、

窮
状
を
打
開
す
る
た
め
に
懸
命
の
努
力
を
重
ね
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
産
地
の
厳
し
い
状
況
は
依
然
と
し
て
続
い
て

お
り
、
こ
の
状
態
を
こ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
、
家
具
、
木
工
産
業
、
地
域
経
済
に
と
っ
て
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
事
態
に

な
る
。

経
済
産
業
省
が
毎
年
、
行
っ
て
い
る
「
産
地
概
況
調
査
」
で
も
大
川
市
、
諸
富
町
を
は
じ
め
と
す
る
家
具
、
木
工
産
業

の
深
刻
な
事
態
は
明
ら
か
で
あ
り
、
産
地
経
営
の
建
て
直
し
を
図
り
、
地
場
産
業
の
活
性
化
・
再
生
の
た
め
に
早
急
に
特

別
な
対
策
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
政
府
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
対
策
が
必
要
だ
と
考
え
る
の
か
、
見
解
を
伺

い
た
い
。

�

大
川
市
、
諸
富
町
の
家
具
、
木
工
産
業
の
維
持
、
活
性
化
の
た
め
に
、
「
特
定
産
業
集
積
の
活
性
化
に
関
す
る
臨
時
措

置
法
」
に
基
づ
い
て
福
岡
県
、
佐
賀
県
か
ら
特
定
中
小
企
業
集
積
の
活
性
化
計
画
が
申
請
さ
れ
た
場
合
に
は
、
国
は
速
や

か
に
同
申
請
に
同
意
し
、
税
制
、
融
資
、
補
助
金
等
の
支
援
措
置
を
講
ず
る
用
意
が
あ
る
の
か
。

二

輸
入
家
具
の
急
増
対
策
に
つ
い
て

�

長
引
く
消
費
不
況
、
国
内
需
要
の
低
迷
に
加
え
て
、
輸
入
家
具
の
急
増
に
よ
っ
て
産
地
家
具
が
危
機
的
な
状
況
に
あ

三



り
、
雇
用
や
地
域
経
済
に
重
大
な
影
響
を
あ
た
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、
九
一
年
か
ら
二
〇
〇
一
年
ま
で
の
全
国
の
家
具
産

地
と
大
川
市
、
諸
富
町
の
そ
れ
ぞ
れ
の
家
具
、
木
工
の
生
産
額
、
さ
ら
に
両
産
地
の
事
業
所
数
と
従
業
員
数
の
推
移
を
明

ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
同
年
（
年
度
毎
）
の
家
具
、
木
工
製
品
の
輸
入
に
つ
い
て
、
国
別
の
輸
入
額
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
示
さ
れ
た
い
。
政
府
は
、
輸
入
家
具
と
の
競
合
が
産
地
家
具
の
窮
状
の
大
き
な
要
因
の
一
つ
に
な
っ
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
内
需
型
の
産
地
の
危
機
的
状
況
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
家
具
や
木

工
品
に
つ
い
て
、
緊
急
避
難
措
置
と
し
て
、
緊
急
輸
入
制
限
措
置
の
発
動
を
検
討
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
か
。
現

時
点
で
そ
の
考
え
が
な
い
と
す
れ
ば
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
の
家
具
の
半
製
品
、
完
成
品
に
対
す
る
関
税
は
無
税
で
あ
る
が
、
産
地
家
具
等
の
原
材
料
と
し
て
輸

入
す
る
木
材
に
は
四
〜
八
％
の
関
税
が
か
け
ら
れ
て
お
り
、
輸
入
急
増
に
拍
車
を
か
け
る
こ
と
に
も
な
っ
て
い
る
。
大
川

市
の
家
具
業
界
は
、
「
せ
め
て
、
輸
入
原
材
料
（
木
材
）
の
関
税
を
無
く
す
か
、
あ
る
い
は
輸
入
家
具
の
半
製
品
、
完
成

品
に
関
税
を
か
け
る
な
ど
の
措
置
」
を
講
ず
る
よ
う
政
府
に
求
め
て
き
た
経
緯
が
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
見
解

を
伺
い
た
い
。

三

金
融
、
融
資
対
策
に
つ
い
て

四



�

政
府
は
、
デ
フ
レ
対
応
策
の
な
か
で
民
間
金
融
機
関
中
小
企
業
へ
の
未
曾
有
の
貸
し
渋
り
対
策
と
し
て
、
一
九
九
八
年

十
月
か
ら
三
年
間
に
限
り
、
中
小
企
業
金
融
安
定
化
特
別
保
証
制
度
を
創
設
し
、
三
十
兆
円
の
枠
で
、
中
小
企
業
に
対
す

る
特
別
信
用
保
証
と
い
う
特
別
の
対
策
を
講
じ
た
。

こ
の
「
特
別
保
証
制
度
」
は
、
倒
産
寸
前
の
企
業
、
事
実
上
の
倒
産
企
業
、
粉
飾
決
算
な
ど
悪
質
な
中
小
企
業
、
い
わ

ゆ
る
ネ
ガ
テ
ブ
リ
ス
ト
に
該
当
し
な
い
中
小
企
業
に
対
し
て
、
原
則
と
し
て
信
用
保
証
協
会
が
融
資
の
保
証
を
行
う
も
の

で
、
全
国
の
中
小
業
者
に
積
極
的
に
利
用
さ
れ
た
。
大
川
市
の
家
具
、
木
工
業
者
の
場
合
に
は
、
福
岡
県
の
経
営
安
定
緊

急
特
別
対
策
資
金
制
度
と
と
も
に
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
経
営
危
機
を
し
の
ぎ
倒
産
を
回
避
で
き
た
と

い
う
事
業
者
が
少
な
く
な
い
。
「
特
別
保
証
制
度
」
に
つ
い
て
、
政
府
は
ど
の
よ
う
な
評
価
を
し
て
い
る
の
か
。

�

家
具
、
木
工
事
業
者
は
、
景
気
回
復
の
見
通
し
が
全
く
立
た
な
い
現
状
の
中
で
、
現
在
も
大
変
厳
し
い
貸
し
渋
り
、
貸

し
は
が
し
の
状
況
に
あ
る
。

ま
た
、
事
業
者
の
中
に
は
、
「
特
別
保
証
制
度
」
と
は
別
に
、
す
で
に
政
府
系
金
融
機
関
等
の
融
資
を
受
け
て
お
り
、

そ
の
担
保
と
し
て
い
た
土
地
、
建
物
等
の
抵
当
物
件
が
下
落
し
、
信
用
力
、
担
保
力
が
低
下
し
、
一
方
で
利
益
が
上
が
ら

ず
業
況
は
依
然
と
し
て
悪
化
を
続
け
て
お
り
、
企
業
体
質
は
脆
弱
化
し
て
い
る
。
そ
の
上
、
「
特
別
保
証
制
度
」
に
よ

五



り
、
融
資
を
受
け
た
業
者
は
、
返
済
開
始
時
期
に
き
て
お
り
、
借
金
返
済
の
負
担
が
大
き
な
重
圧
と
な
っ
て
い
る
。
政
府

は
、
「
特
別
保
証
制
度
」
に
よ
り
融
資
を
受
け
た
中
小
企
業
者
に
対
し
て
、
当
初
の
約
定
通
り
の
返
済
が
困
難
な
場
合
に

は
、
業
者
の
申
し
出
に
よ
り
、
既
往
債
務
の
条
件
変
更
、
据
え
置
き
期
間
の
延
長
な
ど
返
済
条
件
の
変
更
措
置
を
と
る
と

し
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

家
具
、
木
工
業
者
は
、
「
特
別
保
証
制
度
」
に
よ
る
融
資
に
つ
い
て
、
利
息
の
減
免
、
当
面
利
息
の
返
済
で
元
本
の
返

済
期
間
の
延
期
、
返
済
額
の
一
部
減
額
な
ど
、
返
済
の
猶
予
を
切
実
に
求
め
て
い
る
。
「
条
件
変
更
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の

一
層
の
徹
底
と
と
も
に
、
一
般
保
証
や
政
府
系
金
融
機
関
の
融
資
等
に
つ
い
て
も
同
様
の
措
置
を
と
る
な
ど
、
政
府
は
積

極
的
に
応
え
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

�

家
具
、
木
工
業
者
は
、
既
往
債
務
に
よ
り
、
政
府
系
金
融
機
関
等
か
ら
の
運
転
、
設
備
投
資
資
金
に
必
要
な
新
た
な
融

資
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
状
況
も
生
じ
て
お
り
、
資
金
調
達
は
一
段
と
困
難
性
を
増
し
て
い
る
。
政
府
は
、

中
小
企
業
の
金
融
対
策
と
し
て
、
第
一
に
売
掛
金
債
権
を
担
保
に
融
資
す
る
制
度
の
創
設
、
第
二
に
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
保
証
・
貸
付
制
度
の
充
実
、
第
三
に
特
別
保
証
制
度
の
既
往
債
務
に
つ
い
て
の
条
件
変
更
の
弾
力
化
を
実
施
し
て
い

る
。
こ
の
対
策
の
内
容
に
つ
い
て
解
り
や
す
く
説
明
さ
れ
た
い
。
例
え
ば
、
売
掛
金
債
権
を
担
保
に
融
資
す
る
制
度
の
活

六



用
は
極
め
て
低
調
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ
の
要
因
は
何
か
。
こ
の
よ
う
な
対
策
で
中
小
企
業
者
の
金
融
の
制
約
、

資
金
調
達
が
改
善
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

�

政
府
は
、
「
特
別
保
証
制
度
」
が
、
中
小
企
業
に
対
す
る
未
曾
有
の
貸
し
渋
り
対
策
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
た
「
特

別
の
枠
組
み
に
よ
る
措
置
」
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
し
か
し
、
金
融
機
関
の
不
良
債
権
処
理
に
よ
り
、
中
小
企
業
へ

の
融
資
は
依
然
と
し
て
厳
し
く
貸
し
渋
り
や
、
貸
し
は
が
し
が
横
行
し
て
い
る
。
政
府
は
、
こ
う
し
た
事
態
を
考
慮
し
、

中
小
企
業
金
融
安
定
化
特
別
保
証
制
度
の
復
活
を
再
検
討
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
ま
た
、
政
府
は
、
政
府
系
金

融
機
関
の
体
力
を
強
め
融
資
の
充
実
・
拡
充
を
図
る
た
め
に
国
の
出
資
金
を
増
額
し
そ
の
た
め
に
必
要
な
予
算
措
置
を
講

ず
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。
同
時
に
家
具
、
木
工
業
者
の
切
実
な
要
望
、
要
請
に
応
え
る
た
め
に
、
経
済
産
業
省
の
出
先

機
関
で
あ
る
九
州
経
済
産
業
局
に
金
融
面
、
資
金
調
達
、
経
営
対
策
等
の
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
は
ど
う
か
。

四

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
規
制
強
化
に
対
応
し
た
焼
却
炉
の
買
い
替
え
に
伴
う
経
費
の
支
援
に
つ
い
て

�

大
川
市
、
諸
富
町
の
家
具
、
木
工
業
者
は
、
歴
史
的
に
家
具
製
造
過
程
で
排
出
さ
れ
た
木
屑
や
廃
材
な
ど
の
産
業
廃
棄

物
は
自
前
の
焼
却
炉
で
処
理
す
る
と
い
う
特
別
な
事
情
を
も
っ
て
い
る
地
域
で
あ
る
。
全
国
の
主
要
家
具
産
地
の
事
業
所

で
は
、
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
に
廃
材
の
処
理
を
行
っ
て
い
る
の
か
、
実
情
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
大
川
市
、
諸
富
町
の

七



よ
う
に
自
前
の
焼
却
炉
で
廃
材
の
処
理
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
る
の
か
、
あ
れ
ば
産
地
名
を
示
さ
れ
た
い
。
そ
こ
で

は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
規
制
強
化
に
対
応
し
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

�

大
川
市
、
諸
富
町
で
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
規
制
強
化
に
伴
い
新
し
い
焼
却
炉
の
設
置
が
必
要
に
な
り
、
そ
の
設
置
に

数
百
万
円
、
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
年
一
回
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
検
査
に
も
数
十
万
円
の
多
大
な
経
費
を
要
す
る

こ
と
に
な
る
。
業
者
か
ら
は
、
「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
規
制
強
化
は
当
然
」
と
し
つ
つ
も
「
新
た
な
焼
却
炉
を
買
う
お
金
が

な
い
、
景
気
回
復
の
先
の
見
通
し
も
な
い
の
に
、
こ
の
た
め
に
新
た
な
借
金
は
で
き
な
い
、
こ
の
ま
ま
で
は
廃
業
せ
ざ
る

を
得
な
い
」
と
深
刻
な
声
を
あ
げ
て
い
る
。

政
府
は
、
こ
う
し
た
産
業
廃
棄
物
の
焼
却
炉
の
設
置
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
支
援
策
を
講
じ
て
い
る
の
か
。
税
制
、
融

資
、
補
助
金
・
助
成
金
等
の
支
援
・
優
遇
策
が
あ
る
な
ら
、
そ
の
内
容
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

政
府
の
産
業
廃
棄
物
の
焼
却
施
設
設
置
に
対
す
る
支
援
策
は
、
焼
却
施
設
が
「
産
業
廃
棄
物
（
廃
油
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
を
除
く
）
を
燃
焼
室
の
出
口
温
度
八
〇
〇
度
以
上
で
燃
焼
で
き
る
固
定
式
の
も
の
で
そ
の
焼
却
能
力
が
二
〇
〇
キ
ロ

グ
ラ
ム
を
超
え
る
」
も
の
を
対
象
と
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
に
大
川
市
、
諸
富
町
の
家
具
、
木
工
業
者
の
焼
却
炉
能
力
の

多
く
は
そ
れ
以
下
で
あ
り
、
業
者
が
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
規
制
強
化
に
対
応
し
た
焼
却
炉
を
設
置
す
る
と
し
て
も
、
国
の
支

八



援
制
度
の
対
象
と
す
る
能
力
を
備
え
た
焼
却
炉
を
設
置
す
る
こ
と
は
、
経
費
等
の
面
で
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
従
っ
て
、

支
援
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
が
こ
れ
に
つ
い
て
ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
場
合
に
は
、
支
援
制
度

の
弾
力
的
な
運
用
も
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
同
制
度
の
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
別
途
、
支
援
対
策
を
検
討
す

る
用
意
が
あ
る
の
か
。

�

廃
材
焼
却
炉
処
理
が
、
大
川
市
、
諸
富
町
の
家
具
産
地
の
特
殊
な
事
情
と
い
う
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
税
制
、
融
資
条

件
の
優
遇
に
と
ど
め
ず
、
全
国
有
数
の
家
具
産
地
の
救
済
策
と
し
て
一
定
の
補
助
金
等
の
助
成
措
置
を
講
ず
る
べ
き
で
あ

る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

�

大
川
市
、
諸
富
町
で
は
、
排
出
さ
れ
る
木
屑
、
廃
材
の
廃
棄
物
処
理
を
焼
却
に
よ
ら
ず
に
、
木
炭
、
タ
イ
ル
等
の
リ
サ

イ
ク
ル
等
の
検
討
も
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
新
た
な
施
設
整
備
等
が
課
題
に
な
る
。
国
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
等

の
取
り
組
み
の
主
な
支
援
措
置
と
し
て
、
予
算
・
補
助
金
、
融
資
、
税
制
、
民
活
法
に
よ
る
支
援
措
置
、
省
エ
ネ
・
リ
サ

イ
ク
ル
支
援
法
に
よ
る
支
援
措
置
、
エ
コ
タ
ウ
ン
事
業
が
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ

れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

九


